
愛媛県立川之石高等学校GAPチーム

農薬散布ドローンの飛行練習 ダルメイン世界マーマレード大会入賞

経 緯

○地域社会において、農業分野のグ
ローバル化への対応を牽引・指導
する次世代リーダーの必要性を実
感。

○平成28年度から（株）ミヤモトオレン
ジガーデンの協力を得て、柑橘の
グローバルGAP認証取得を目指し
て取り組み、地域のモデル校を目
指すことで次世代リーダーを育成。

取組内容

○ドローンでの農薬散布、非破壊選果機を
用いた柑橘の選果などスマート農業に取り
組む。

○グローバルGAP認証を取得した柑橘を
使って世界マーマレード大会へ出品。

○柑橘や柑橘加工品の輸出、GAP認証取得、
GAP学習会、販路学習などを地元企業３
社と連携して実施。

○被災した柑橘農家の応援のため、地元地
域や東京で復興マルシェイベントに参加。

活動の効果

○鳥獣害対策や生物調査、ＧＡＰ認証取得が日本農業遺産認定に繋がった。
○海外輸出における成果や課題をJAなどに共有することで地域に還元。
○地元企業と連携した取組を通じて生徒（農業後継者）の育成に繋がる。
○被災した柑橘農家を応援することで地域の活性化に貢献。

八幡浜市保内町川之石１番耕地１１２ Ｔｅｌ： ０８９４－３６－０５５０

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県八幡浜市

海外販売や地域での販売を通じて、グローバルGAPをさらにPRすると共に、こうした
活動を継続することで世界農業遺産認定を目指したい。

～GAPでつながる地域の輪～

えひめけんりつかわのいしこうとうがっこう

企業との連携６次産業化
やわたはま

２ スマート
農林水産業
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ダルメイン世界マーマレードアワード＆フェスティバル日本大会実行委員会

第４回大会：最終審査員による審査会 第４回大会： 表彰式

経 緯

○コンテスト創始者が日本から
の出品数の増加と品質の高さ
から、日本での開催の意向が
あることを知り、誘致活動を実
施。2019年に英国の国際的な
マーマレードコンテストを「柑
橘王国」愛媛県八幡浜市で日
本初開催。

取組内容

○第４回のマーマレードアワード（審査会）では、
プロの部、アマチュアの部合わせて44都府県、
海外は台湾から1,641作品の出品があった。

○フェスティバルでは、コロナ感染症対策を行っ
たうえ、表彰式・ステージイベントのほか農産
物加工品販売ブースなどでマーマレード・農
産物をＰＲ。

活動の効果

○大会期間中のマーマレードの展示やイベント、ブース出店によって来場した多く
の人にマーマレード、柑橘の魅力を発信した。

○同大会で金賞を受賞された柑橘生産者の団体が企業化し、マーマレードを中心
に農産物加工品を広く販売するなど、生産者という強みを生かした事業を展開。
また、アマチュアの部で受賞した方々が、プロとして店舗販売、ネット販売など、
事業化している。

八幡浜市北浜１－１－１ Ｔｅｌ： ０８９４－２２－３１１１

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県八幡浜市

当初３大会開催となっていた日本大会を引き続き八幡浜市で開催できる事が決定
したことから、日本柑橘産業の活性化をさらに推進し、マーマレードの魅力を国内外
に発信するとともに、柑橘王国：愛媛県八幡浜市の生果だけでなく柑橘加工品産業
の育成、事業の拡大などを支援していきたい。

～マーマレードの聖地「やわたはま」へ～

６次産業化
やわたはま

３

せかい にほんたいかいじっこういいんかい
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新居浜市立別子中学校

生徒全員で「別子ファーム」の看板制作 地域の方に苗の植え方を教えてもらう様子

経 緯

○SDGs17「パートナーシップで目標を
達成しよう」の考え方で地域を活性化
させようと、2019年、生徒の一人が中
学生と地域が協働で野菜づくりに取
り組む活動『別子ファーム』を発案。

○2020年、地域の方から無償で土地を
借り、野菜づくりの知恵をいただきな
がら、協働での野菜づくりをスタート。

取組内容

○生徒が地域の人とパートナーシップを
築くことで、過疎問題等の地域課題解
決に向けて取り組んでいる。

○12年ぶりに地元の夏祭りを復活させる
など、伝統文化の継承を通じた地域活
性化に貢献している。

○野菜の生産を地域の方から学び、流
通、消費までの経済活動を体験しなが
ら、別子山地域の魅力を発信している。

活動の効果

○生徒は野菜づくりを地域の方に教わり実体験することで人間と自然との関係性を学
び、地域の方は生徒と関わることで喜びや希望を感じ、地域が活性化されている。

○野菜づくり等の体験を通して農業や農産物の尊さを理解できることに加え、野菜販
売を通して経済活動を体験することにより、社会で活躍するための視野を広げること
ができる。

新居浜市別子山甲３５８ Ｔｅｌ： ０８９７－６４－２１１５

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県新居浜市

IT化やグローバル化に対応した学習を進める中で、ローカルで人や自然とつながる
教育活動を充実させ、教育を軸に人が集まる地域にしたい。

～地域と共に野菜をつくり、共に未来をつくる～

にいはましりつべっしちゅうがっこう

学生・若者の
活躍

伝統の継承
にいはま

４ 食育・教育
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愛媛県立西条農業高等学校ＳELプロジェクトチーム

ICTや測量技術を駆使し、苗からお茶を栽培 菌繁殖の標高課題をクリアし黒茶を製造

経 緯

○本校の生徒が平成27年に愛媛
大学「発酵茶の可能性を探る」
シンポジウムへ参加。「石鎚黒
茶」は、後世に残すべき伝統文
化であると感じ、活動を開始。

○平成28年には、関連製造団体と
連携して苗を栽培。「四国山地
の発酵茶の製造技術」の伝統を
つなぐために活動している。

取組内容

○日本で２カ所しか生産されていない、２段発
酵茶の伝統を絶やすことなく引き継いでいく。

○３学科が協力。農業土木班が測量を行い、
果樹班ではセンサーを活用し、お茶を栽培、
商品開発。各学科はイベントでの販売や普
及活動を実施。

○在庫となった昨年のお茶の乳酸菌による微
生物資材としての活用と真菌の肥料効果
の実証にも取り組んでいる。

活動の効果

○平成30年に「石鎚黒茶」が食文化で初めて、無形民俗文化財となる。
○製造に一定の標高が必要であるが、学校の農場施設で菌を繁殖させ、菌量を増や
すことで発酵を促すことが可能となり、標高に関係なく黒茶の製造が可能となった。

○石鎚黒茶生産関係者連携協議会の試飲会に参加し、取組を報告した。

西条市福武甲２０９３番地 Ｔｅｌ： ０８９７-５６-３６１１

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県西条市

先輩方が取り組んできた「石鎚黒茶」を後世に残すべき伝統文化として、お茶の栽
培から製造団体と連携しての黒茶の製造、販売及び普及活動で地域が活性化するよ
う取り組んでいます。

～新たな時代へ石鎚黒茶を伝承する！～

えひめけんりつさいじょうのうぎょうこうとうがっこうえすいーえる

伝統の継承農業
さいじょう

５ 6次産業化

奨励賞
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NPO法人 うちぬき２１プロジェクト 千町棚田チーム

地元小学生による稲刈り体験 地元高校生による放置竹林整備

経 緯

○千町棚田は、約80ha（石組2,300
枚）の農地を開拓し、稲・麦作中
心の農業を行ったことに始まる。

○近年、耕作放棄地の増加、獣害
被害による石垣の崩壊が進む。

○千町棚田の石垣保存と有機農法
による農作物栽培で棚田の環境
保全と地域活性化を目指し活動
開始。

取組内容

○耕作放棄地となっている棚田を借り入れ、
市民と一緒に稲や野菜を栽培し、棚田の環
境保全活動を行う。

○棚田オーナー制を実施し、農業や石垣の保
全に取り組む。

○イベントや農業体験活動、棚田ライトアップ、
うちぬきフェスティバルを実施。

○地元高校生と放置竹林の整備を行い、廃
棄される竹の利用にも取り組む。

活動の効果

○活動当初水田20aから始めたが、令和４年度には耕作放棄地や放置竹林２㏊を借入れ、
稲作、野菜、柚、梅の栽培、竹林整備を行い、耕作放棄地の解消に寄与している。

○地域伝統行事の継承活動を行うことにより、地域の活性化が図られている。
○NPO法人Kodomo Saijoとコラボし、地元住民と農業や地域行事の交流を行うことにより、
地域活性化が図られている。

○今年度は地元の企業から農業体験と環境保全活動に参加があり、棚田保存の意義や
役割など環境教育が拡がっている。

西条市西ひうち３－２１ Ｔｅｌ： ０８９７－５８－５５３５

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県西条市

地元住民の方々との協力により棚田オーナー制を実施して、農業や石段の保存に努
める。また、協賛団体や企業と協力して千町棚田の保存、環境啓発活動を行っていく。

～つなぐ棚田遺産 千町棚田と西条の環境を守ろう～

農業
さいじょう

６ 棚田保全

えぬぴーおーほうじん せんじょうたなだ

環境保全
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愛媛県立丹原高等学校

地域に愛される高校の菊花展

経 緯

○労働力不足や高齢化により地域農
業の衰退が進む中、新たな収入源
としての花木生産に着目。

○花木苗生産が安定せず、事業の安
定継続が課題であるが、現状を打
破するため県や関係団体と連携し、
「花木生産技術のマニュアル化
project」を始動。

取組内容

○令和元年10月、県や関係団体と連携し、
「花木生産技術のマニュアル化project」
を開始。

○優良苗の生産に向け、独自の押し木技
術「密閉挿し」を検証。秋挿しで発根に
成功。

○地域農家と連携した共同実験を実施し、
鉢上げ後の管理方法も研究予定。

活動の効果

○研究成果が認められ、栽培技術の地域への還元できれば、地域の母樹園としてな
くてはならない存在に成り得る。

○地域課題に自ら取り組み、地域活動等を通して多くの人と出会い、地域社会を支え
る人材になることを目標に活動している学生にとっては最大級の成果となり得る。

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県西条市

丹原高校独自の挿し木技術で花木苗の生産技術を確立させ、マニュアル化。これを
周桑地域の農家へ届け、「丹原高校から地域を豊かに」を合い言葉に、丹原高校を花
木の母樹園とする。

高校独自の密閉挿し

さいじょう

～目指せ「地域の母樹園」～

えひめけんりつたんばらこうとうがっこう

企業との連携農業

西条市丹原町願連寺１６３ Ｔｅｌ：０８９８－６８－７３２５

高齢者の
活躍

７
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愛媛県立伊予農業高等学校 生活科学科食物班

地域食材を使用したレシピを考案し、伊予市をPR

経 緯

○伊予市で唯一の高校として「大好
きな伊予市のために、地域のお手
伝いをしよう！」という目標のもと、
４年前から「いよはよいプロジェク
ト」を展開。

〇当初の保育所お遊戯会の衣装製
作・地域の清掃活動から、地域の
方々を手助けする活動へ私たち
ができることにチャレンジ。

取組内容

○伊予市都市総合文化施設「ウェルピア伊
予」と連携し「バイキングメニュー」を考案。

○ウェルピア伊予敷地内の空き地管理として、
空き地を農園として利用し、野菜を栽培。

〇企業とコラボしてテイクアウトメニューの開
発・販売。

○コンテスト等にチャレンジし、伊予市の魅力
をPR。

活動の効果

○ウェルピア伊予と連携し、ホテル敷地内の空き地を「ウェルピア農園」と名付け、職
員の方と一緒に野菜を栽培し、収穫物をバイキングメニューに使用。

○道後のホテルと連携し、お弁当を販売。砥部町のカフェからの依頼でランチメニュー
を考案。

○ＪＡカレンダー掲載コンテストに３年連続採用され、伊予市のＰＲに貢献。

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県伊予市

伊予市はステキな場所も多く、魅力的な地域です。私たちの開発したレシピが「ご当地グ
ルメ」となるよう、更なる研究を続けていきます。また、たくさんの人に伊予市について知っ
てもらい、「伊予市に行ってみたい！」と思っていただきたいです。伊予市唯一の高校の高
校生として、伊予市そして愛媛県の魅力を伝えるため活動を続けていきます。

ウェルピア伊予のバイキングメニュー

いよ

～いよはよいプロジェクト －地域食材PR活動－ ～

えひめけんりついよのうぎょうこうとうがっこう せいかつかがくかしょくもつはん

学生・若者の
活躍

食育・教育

伊予市下吾川１４３３ Ｔｅｌ：０８９－９８２－１２２５

８ 企業との連携

15



なかやま十彩会

映画二宮金次郎 酒蔵上映会 なかやまサンテラス「ひまわり畑」

経 緯

○人口約2,600人、過疎化高齢化
が進む中山間地域で人口減少
を憂いているだけでなく、自分た
ちで出来る事に取り組もうと結
集し、地域を元気づける活動を
開始。

○二宮金次郎の教え「積小為大
（積み重ね）」「分度（身の丈をわ
きまえる）」を活動理念に、相互
融和、地域への無償奉仕、地域
の情報収集などに取り組む。

取組内容

○レンタル店もなく、住民が外を歩くきっかけ作
りにと、街道沿いに残る旧脇本陣跡や役目
を終えた築100年の酒蔵を活用し映画試写
会（無料）や上映会（有料）を開催。

○町の中心を通る国道沿いの耕作放棄地を
「なかやまサンテラス」と命名し、春に鯉のぼ
り、夏にひまわり、秋にコスモスと常時通行
者の目にとまる企画を実施。サンテラス内に
あずまや風休憩所「いこい処十彩」も設置。

○特産品の中山栗の規格外品を「お守り」や
「勝栗おにぎり」にして販売。

活動の効果

○酒蔵上映会には計450名が来場。昼夜を通して町に人々のそぞろ歩く光景が実現。
○なかやまサンテラスでは花の満開時にお茶の無料接待を行っており、地域住民を
はじめ道路を通行される方の憩いの場となっている。

○捨てられる特産品を活用した商品を販売し、収益を団体の活動費に利用している。

伊予市中山町中山丑１６９番地２ Ｔｅｌ： ０８９-９６７-００５１

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県伊予市

多種多様な人材が集うボランティア団体として、地元ならではの素材利用、捨てられ
る特産品の活用などで地域を盛り上げることを目指しています。

～小さな町（伊予市中山町）から大きな発信～

といろかい

関係人口の
創出

農村環境・
景観保全

いよ

９ 高齢者の
活躍
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内子ツーリズム推進協議会

山での自由研究！昆虫に触れる親子旅 秋の親子旅！竹飯盒での炊飯

経 緯

○内子町は自然が豊富にある地域
で、日頃から自然に触れ合うこと
の少ない都市部の親子を対象に、
自然及び体験を満喫してもらい、
内子の良さを味わってもらう。

○うちこグリーンツーリズム協会へ
登録された民宿への宿泊で農泊
の体験と地域活性化につなげる。

取組内容

○車で１時間程度の政令指定都市である
松山市内の親子をターゲットに、「親子
たび」のチラシを小学校へ配布。

○イベントは夏休み期間の７月下旬から８
月上旬を主体に「夏の親子たび」として
様々な体験を実施している。

○体験終了後はうちこグリーンツーリズム
協会へ登録された民宿へ宿泊する。

活動の効果

○年数を重ねるごとに、親子たびのチラシが欲しいという連絡が増え続けており、イベ
ントの周知がうまくいっている。

○チラシの配布後には、すぐに完売となるほどの人気で、利用者もリピーターが半数
以上となっている。

喜多郡内子町内子１５１５番地 Ｔｅｌ： ０８９３-４４-２１１８

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県内子町

内子の自然や田舎の良さを味わってもらえるよう、夏休み以外の秋や春にもイベント
を実施して、「親子たび」を継続していくことで、地域の活性化を目指しています。

～田舎だから味わえる体験「内子の親子たび」～

うちこ すいしんきょうぎかい

伝統の継承農泊
うちこ10 農村文化体験
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朝日共販株式会社

しらす漁 食育活動：シラスモンスターを探せ！

経 緯

〇しらす事業は地域の重要な
地場産業の一つですが、漁
業従事者の高齢化や人手
不足、設備の老朽化、後継
者の担い手不足が深刻に
なっている。この地域を守る
ため、この資源（イワシ稚
魚）を活用して、地域の雇用
の創出や活性化のための活
動を行うこととした。

取組内容

○「伊方町観光交流施設佐田岬はなはな」を指定管
理者として運営し、地元の一次産品をＰＲ。

○シラス漁の船のスクリューに巻き付く厄介者のアカ
モクを、愛媛大学と共同で美味しいお土産物として
商品開発。

○食育活動やインターンシップ等の学びの場を提供
することにより、漁業への関心を深め、しらす食文
化を継承。

〇朝日プロジェクト（海岸清掃や公園整備・森林整備）
を通じた地域貢献。

活動の効果

○子供たちへの食育活動や大学生のインターンシップ等の学びの場を提供すること
により、しらす食文化の継承や漁業への関心が深まり、地域外からの雇用が生ま
れ始めた。

○当社の取組みが移住促進の後押しとなり、地域の活性化に繋がった。
〇地元の一次産品を発信することにより地域の活性化に貢献できた。
〇愛媛大学との商品共同開発により漁師の収入増加にも貢献。

西宇和郡伊方町川之浜６５２－１ Ｔｅｌ： ０８９４-５３-０７７６

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県伊方町

環境保全事業やしらすの食文化の継承のための取り組みを通じ、しらす事業を今ま
で以上に発展させ、嫌厭される漁業を「カッコいい」と思う若者が増えることを願い、世
界に挑戦し、地域の雇用の創出・活性化を推進いたします。

～小さなしらすで地域を守る！～

あさひきょうはんかぶしきがいしゃ

環境保全水産物輸出
いかた

11 食育・教育
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愛媛県立南宇和高等学校 農業クラブ

柑橘類で教育機関初のＧＧＡＰ認証取得 ＧＡＰ食材によるおもてなし活動

経 緯

〇本校農業科は、四国唯一の農業科として
頑張ってきたが、定員割れの状態が何年
も続いている。町内の農業従事者も減少
し、生産量日本一を誇る愛南ゴールド(河
内晩柑)も危機となり、なんとか解決して
いく方向はないかと検討し、オリンピック
の食材提供基準であるＧＧＡＰ認証取得
に挑戦し、国際的な視野で考え行動でき
る人材を育成することとした。

取組内容

○柑橘類において教育機関として初め
て河内晩柑・甘夏でＧＧＡＰ認証を取
得し東京オリンピック選手村に提供
し、愛南ゴールド(河内晩柑)をＰＲ。

〇本校ＧＧＡＰ認証の愛南ゴールド(河
内晩柑)とＭＥＬ認証の養殖真鯛がコ
ラボし、地元水産加工会社との連携
により「愛南ゴールド真鯛」を商品化。

活動の効果

○「愛南ゴールド真鯛」は全国規模の宅配寿司会社の季節限定の食材にも採用され、
全国にＰＲ。町の基幹産業である農水産業従事者の確保につながっている。

○内閣官房「ＧＡＰ食材を使ったおもてなしコンテスト」事務局長賞、農林水産省「未来
につながる持続可能な農業推進コンクール」中四国農政局長賞、ローカルＳＤＧｓ四
国「第１回ローカルＳＤＧｓ四国表彰」ローカルＳＤＧｓ四国大賞・ユース部門優秀賞、
徳島県教育委員会主催エシカル甲子園2021特別賞、日本農業遺産認定に貢献。

住所： 南宇和郡愛南町御荘平城３２６９ Ｔｅｌ： ０８９５-７２-１２４１

応募団体からのアピール・メッセージ

愛媛県愛南町

農業のＧＧＡＰ認証と水産業のＭＥＬ認証という２つの国際認証がコラボした、「愛南
ゴールド真鯛」は、地域資源をかけ合わせた自慢の商品で、今後は世界進出を目標
に頑張りたい。

～柑橘ＰＲ活動 世界に届け！愛南ゴールド～

えひめけんりつみなみうわこうとうがっこう のうぎょう

学生・若者の
活躍

６次産業化
あいなん

12 企業との連携
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